青明舎　　フェイスシート

平成19年12月10日　担当：原　佳伸　　

	登　録　者
	氏　名　　清水　泰雅　様　　　　　男・女　　　　昭和49年5月31日生（33歳）

	
	〒　　　　八戸市白銀4丁目16－3　　　　　　　　　　電話　0178-33-1009

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成6年頃（20歳）
	罹 患 期 間
	約13年

	
	入院回数
	2回
	延べ入院年数
	4年10ヶ月

	医療機関
	青南病院　　（主治医　川端Ｄｒ）
	外来受診日
	毎週火曜日

	医療区分
	社保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	2,0000円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	年金
	なし

	
	その他
	家族から月に3～4万円

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア（月曜日～金曜日）

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成18年9月6日
	身長
	170cm
	体重
	57kg

	最終学歴
	八戸工業第二高等学校　中退
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	特になし

	保　護　者
	氏　名　清水　正一　様　　　　　　　　　続柄　　父　　（同居　・否）

	利用目的

・生活上で困った時の相談場所

	入院・治療歴　

１　平成11年1月22日～平成15年9月1日　　　　入院　　　　　　　　青南病院

２　平成15年9月1日～平成19年7月10日　　 　 通院　 　　　　　　　　〃

３　平成19年7月10日～平成19年10月28日　　　入院　　　　　　　　　 〃

４　平成19年10月28日～　現在　　　　　　　    通院　　　　　　　　　 〃


	生活歴

八戸市にて同胞4名第1子長男として出生。地元の小中学校を経て、八工大二高へ入学するが、2年時より不登校になり自主退学。以後、家でゲームや漫画を読んだりして過ごしていた。H6年12月、地震で家が半壊し、新築する間、単身アパート生活をする。同時期より「トイレに行く姿が惨めだから」と話して後ろ向きに歩く行為や、頻回に手を洗う行為が出現。新築後、自宅へ戻るが、殆ど外出せずに自宅の居間に篭りきりとなる。H8年頃より、身体の動きがぎこちなくなり、手洗いの時間が15分～30分と長くなる。H9年には入浴しなくなり、以後1年半位、入浴も着替えもしないで過ごしていた。H10年4月、妹と言い争いになった際、妹の部屋と両親の布団に灯油をまく事や、同年8月には、トイレの壁を壊したり、居間のガラスやテレビを壊すという行為があった。同年秋、尿失禁した姿を家人に見られ「自分は汚いから触らないで下さい」と家族を避けるようになる。食欲不振・昼夜逆転となり、同年12月頃より、口数が減り、苛々している様子が目立っていた。H11.1.19「自分はもう命が無い。生きる希望もない。灯油もいらない」と急に背後から母親に殴り掛かることがあり、翌H11.1.22当院受診し入院(～H15.9.1)。受診時は自力歩行できず、悪臭の為に毛布を体に巻いていた。当院入院中も不潔傾向や強迫行為(手洗い)が著明にみられ、対人交流は希薄であった。徐々に上記症状が軽快して、生活訓練施設「青山荘」への入所の為、H15.9.1退院となる。退院後は当院への外来通院服薬・デイケア通所を継続。H18.8.31青山荘退所後は自宅療養となり、両親・妹夫婦・甥と6人暮らしをしていた。家庭内では、家事の手伝いをしたり、近所のスーパーへ買物に行くことが毎日の日課であった。外来通院・精神科デイケア通所・訪問看護利用を継続していたが、デイケアでは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの参加は消極的で見学することが多く、腹痛や胃痛を訴え、度々を欠席していた。H19年5月頃より、姉の結婚式の準備で家庭内が賑わっていた。本人は大勢の人が集まる結婚式には出席したくないと話し、式を欠席したが、出席できなかったことを気にしていた様子があった。また、同時期より入浴時間が3～4時間と長くなり、買物にも行かずに自宅にこもるようになった。また、食生活が不規則となり、怠薬傾向であった。H19.7.9姉夫婦が結婚式の写真等を持って実家に帰省。トイレの鍵が壊れており、本人がトイレに入っている事を知らずに誤って姉がトイレの戸を開けたところ、興奮して、姉に殴りかかろうとすることがあった。同日、家族付き添いにて当院受診。受診時には落ち着き、ﾚﾎﾞﾄﾐﾝ(25)1/2A筋注を施行し帰宅。翌H19.7.10当院再受診。静養・生活リズム確立目的にて、家族・本人より入院希望があり、同日当院2回目の入院となる。（～H19.10.28）

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　

両親、本人、次女夫婦、姪の5人暮らしをしている。次女の夫は出稼ぎの為、青森市に在住。父は造船業、母は生命保険会社勤務。他の兄弟との関わりはお盆・正月に会う程度との事。
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	氏　名
	清水　泰雅　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　49年5月31日（33歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 自宅で安定した生活を送る。

· デイケアへ遅刻しない。




	これまでの経過

	H19年5月頃より、妹の結婚式の準備で家庭内が賑わっていたが、本人は大勢の人が集まる結婚式には出席したくないと話し、式を欠席している。出席できなかったことを気にしていた様子があった。また、同時期より入浴時間が3～4時間と長くなり、買物にも行かずに自宅にこもるようになった。また、食生活が不規則となり、怠薬傾向であった。H19.7.9妹夫婦が結婚式の写真等を持って実家に帰省。トイレの鍵が壊れており、本人がトイレに入っている事を知らずに誤って妹がトイレの戸を開けたところ、興奮して、姉に殴りかかろうとすることがあった。H19.7.10当院再受診。家族・本人より入院希望があり、同日当院2回目の入院。

入院後は臥床傾向であり、他者との交流はほとんどみられなかった。入院直後は他者を避けて入浴していることがあったが、徐々に他者と一緒に入浴できるようになり、入浴時間も1時間程度であった。日課等は声掛けにて行っており、各ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへは継続的に参加できていた。療養環境変更の為、H19.8.29回復期治療病棟Bﾕﾆｯﾄへ転棟。転棟後は「前にもいたから」と話し、環境の変化による不安の訴えはなく、日課はスムーズに行うことが出来ていた。週末は外泊を行い、外泊中は家族とのトラブルはなく落ちついて過ごしていた。同年10月上旬からは自己服薬管理を実施しており、セットミスや忘薬はなかった。退院後の生活に向けて、入院中に3回のデイケア見学を実施。疲労感や不安感の訴えはなく、家族の受け入れ態勢が整ったことから、H19.10.28当院退院。

青明舎では毎週土曜日に自宅へ訪問している。起床時間は8時～10時の間に起床しており、23時～24時頃に就床している。退院してから就床時間がずれはじめているが睡眠時間は確保する事が出来ている。入浴時間は21時過ぎから1時間30分程度、入浴しているとの事。家族は本人へ声掛けを行っているが、出来るだけ自分の事は自分で行ってもらうようにしたいと考え、服薬管理、起床時間等本人へ任せるようにしているとの事。デイケアへは寝坊の為、遅刻することが多いが遅れる際は事前に電話連絡する事が出来ている。プログラムは隅の方に座っており発言などはないが、最後まで参加することは出来ているとの事。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①生活の乱れ
	新しいことへの取り組みや環境の変化、対人場面での緊張を訴えることがあり、今後もストレスにより、生活リズムが乱れる可能性がある。

・生活面の相談相手として、青明舎で訪問し、本人の不安を軽減する。

・本人、家族からの相談を受けやすい体制作りが必要。

・本人の状態が変化した場合には、関係機関と本人の近況等について情報交換を行い、主治医へ報告する。


	　3ヶ月 


プラン計画者　氏名：原　佳伸
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